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重点施策の令和７年度の実績と
令和８年度の取組について

議題1



重 点 施 策 １

成長産業の創出と育成



重点施策１：成長産業の創出と育成 2



重点施策１：成長産業の創出と育成 3
計画未達成の主な理由

※１ 令和7年度からうべスタートアップの運営を見直し、
成長産業分野に関連する事業者を重点的に支援。起
業コミュニティの活性化等にリソースを集中させたため、計
画未達

※２ 令和7年度からうべスタートアップでの起業相談の
対象を原則「成長産業分野」に絞ったため、相談件数が
減

※２

※１

※２



重点施策１：成長産業の創出と育成 4令和7年度実績

オープンイノベーションの推進

■若者起業家チャレンジ補助金(1件) ■成長産業分野の起業(1件)

申請者の属性 ３０代男性・社会人

業種 飲食店

事業内容
山口県食材のうま味を活
かした飲食店の経営

大学発ベンチャー企業の設立を伴走支援

企 業 名：スマートレビュー・テクノロジーズ
代 表 者：山口大学 大学研究推進機構

遺伝子実験施設⾧ 水上 洋一

設 立 日：令和８年３月
事業内容：遺伝子組み換え実験の申請書類

審査業務をAIが代行するシステ
ムの開発・販売

成長産業の創出

■研究開発シーズの起業や事業化をシームレスに支援

Ｒ７
新規

R7支援件数
(括弧内は継続分で内数)

2件

2件

6件
（1件）

ﾉｲﾙｲﾐｭｰﾝ･ﾊﾞｲｵﾃｯｸ㈱

■再生医療分野の先
端的研究開発を支援

R7支援件数：2件
（新規1件、継続１件)

■起業コミュニティの設置
・多様な主体(若者/研究者/企業/支援機関等)が参加するコミュニティを「うべスター
トアップ」に設置
・起業気運の醸成、情報共有、スキルアップ、市内企業との繋がりの創出を図り、若者
の地元定着やオープンイノベーションを促進

ｉ

3件
（1件）

セントラル硝子㈱



5重点施策１：成長産業の創出と育成 令和8年度取組

オープンイノベーションの推進

成長産業の創出

課題！

事業拡大を加速化

大きな資金が必要な成長産業分野の企業の
資金調達を支援!

成長産業分野への進出を加速化

・成長産業分野へ進出しやすい環境を整備
・成長産業分野で活躍する人材を育成

アントレプレナーシップ気運を醸成！

ＶＣ等からのスタートアップ企業等への出資を加速化
させるための取組として継続

■ 成長産業ファンドサポート補助金

伴走支援による資金調達のスキルアップを支援

■ うべスタートアップ運営事業

・新規＋継続分を支援予定

・ピッチ資料等の作成助言
・模擬ピッチ開催や企業に適したピッチの紹介等

起業･創業支援施設（起業コミュニティ）

地域イノベーション人材の育成

市内企業のDX推進

成長産業分野の起業等を促進させるため、補助要件等を見直し

・成長産業分野へのチャレンジを重点的に支援

若者起業家チャレンジ補助金

・資金調達
・成長産業分野進出

産学公金の連携

フェーズに応じた補助金

県･アドバイザリー機関等との連携



重 点 施 策 ２

経営基盤強化と事業継続の促進



重点施策２：経営基盤強化と事業継続の促進 6



重点施策２：経営基盤強化と事業継続の促進 7

※３ 導入したデジタルツールによる効果の発現に時
間を要していることや原材料費高騰などのコスト上昇
などの要因により付加価値額が上昇していない。

※１ DX研究会でコンソーシアム形成した件数又はサ
プライチェーン同士で実施した共同研究支援件数を対象
としている。DX研究会は、参加企業が実施計画策定か
ら実践までをサポーター企業と協働しながら取り組むスタ
イルとしたため、共同研究の実績には至らず。

※２ 補助事業による利用が低調であったことから、令
和6年度からは、対象事業を事業継続のための経営計
画策定に絞り、プッシュ型の伴走支援（委託事業）に
切り替えて実施したため、補助金活用件数は計画未
達

※１
※3

※2

計画未達成の主な理由



重点施策２：経営基盤強化と事業継続の促進 8令和7年度実績

事業者名 事業内容

WAVESCOFFEE AI選別×欠品防止で即納体制をつくるコーヒー生産DX

山崎歯科医院
口腔内スキャナー、ミリングマシン、3D プリンター を用いた歯冠や装置
の作製

ドボクリエイト㈱ 液状化被害予測数値解析ソフトを活用した耐震解析ソリューション事業

第一歯科診療所 アプリで診察予約。クラウドで予約管理とSMSを利用した検診案内

（株）創揮 ドローンを活用した点検作業で安全性・生産性アップ

（有）テクノ精密
【課題】 生産計画の立案が属人化、情報共有不足のため生産性低下

【取組】 生産計画構築システム導入による、生産計画の「見える化」と
生産能力の向上

【特徴】 ■ 地元ベンダー企業と連携したシステムのアジャイル開発
■ 生産計画の一元管理
・計画策定ルールの標準化
・工場全体の計画を一元化し、進捗をリアルタイムにBIG PAD上で「見える化」

■ 迅速な計画調整
計画変更はシステム上で行い、最適な再計画を立案、共有

宇部市中小企業等DX推進事業費補助金
市内企業が専門家によるコンサルティングを受けたＤＸを実現するため
の、具体的な取組に対しての経費を補助

DXモデル枠 （R7年度実績 １件）

一般枠 （R7年度実績 5件）

R8年度は成長産業分野へ事業を展開中

オープンイノベーション推進事業 中小企業事業継続支援事業

宇部商工会議所及びくすのき商工会と連携して、
市内中小企業の事業継続のための経営計画策定を支援

令和７年度成果報告会

支援実績

R6年度支援事業者6社
R7年度支援事業者5社



重点施策２：経営基盤強化と事業継続の促進 9

宇部市中小企業競争力強化事業

補助金をトリガーに、中小企業の競争力を高める挑戦を支援
認定支援機関と連携し、実行可能かつ効果的な戦略へ
⇒持続的な成長への投資を促進

令和8年度取組

既存技術を活かした新サービスや、
機能強化を支援

新商品開発・付加価値創出

試作、デザイン、高機能化、ブランド化

自社製品・サービスを「届ける」
仕組みづくり

販路開拓事業

展示会、Webプロモーション、多言語
展開、販路拡大

先端設備やデジタル機器導入によ
る効率化

省人化・省力化

デジタル化、AI・ロボット導入、
業務効率化、自動化

新たな挑戦や、経営多角化を支援

起業・新規事業分野参入

新規参入、経営多角化、創業、異分野
連携

対象事業

具体例
課題： 既存品の価格競争が激しく、利益が出にくい
事業： 地元素材を活用した新パッケージ・高付加

価値商品の開発
効果： ブランド化により単価向上と固定ファンの獲得

具体例
課題： 本業の市場が縮小傾向にあり、将来が不安
事業： 本業の技術を転用した「ペット雑貨」や

「介護サービス」への参入
効果： 収益源の多角化による経営リスクの低減

具体例
課題： 製品は良いが、販路が地元に限られ成長が鈍い
事業： 展示会出展、ECサイト構築、多言語カタログ制作
効果： 県外・海外からの新規受注獲得と認知度アップ

具体例
課題： 人手不足で、受注しても納期対応が困難
事業： 事務作業のシステム化や、AI・自動機器の導入
効果： 業務効率化による人件費削減と労働環境の改善

市内企業のＤＸ化による成長産業分野への進出を促進させるた
め、補助要件の見直しや伴走支援を充実

・補助対象事業の範囲を拡大

Ex）対象事業に

｢成長産業分野のＤＸ化を促進する事業｣を追加

・伴走支援や事業期間の充実

Ex）Y－BASEの伴走支援を充実することで、
事業のブラッシュアップが可能

Ex）システム･製品等の比較などの検証･検討期間
を確保

成長産業分野への進出を加速化

・成長産業分野へ進出しやすい環境を整備

宇部市中小企業等DX推進事業費補助金

オープンイノベーション推進事業



重 点 施 策 ３

産業を支える人材の確保・育成



重点施策３：産業を支える人材の確保・育成 10



重点施策３：産業を支える人材の確保・育成 11
計画未達成の主な理由

※１

※１ 健康経営の取組は徐々に広がりをみせているもの
の、令和4～5年度の補助対象となる新たな取組につい
て、利用が低調であったことから、計画未達

※２ 単に求人情報の発信に取り組んだだけでは、採
用に至らず、計画未達。令和8年度からは、人材確保を
支援する他事業と連動させながら、企業のニーズにあった
効果的な取組を推進する事業へ転換

※１

※１

※１

※２

※３ 中小企業の健康経営優良法人認定取得支援
は、従業員の健康保持や働きやすい職場環境づくりへの
意識醸成、企業の自主的な取組の促進に一定の効果
がある一方で、事業者側からは「働きやすい環境づくり」を
進める手法や認定制度は多様であり、認定取得の必要
性が乏しいとの声が多く、計画未達

※３



重点施策３：産業を支える人材の確保・育成 12令和7年度実績

人材確保ワンストップ相談窓口
（中小企業等人材確保支援事業）

健康経営支援事業

健康福祉部局の健康サポーター制度と連動しながら、
企業の働きやすい職場環境づくりを推進

補助金実績

R4…３社 R5…４社
R6…９社 R7…１４社

・健康経営優良法人認定申請費用
・がん検診の受診勧奨の取組
・再検査受診勧奨等の取組
・ストレスチェックを実施した上で、医師か
ら面接指導等を受ける取組
・運動会、ウォーキング大会のイベント開
催等の運動機会の増進に向けた取組
・職場での受動喫煙防止対策のための
取組

補助対象事業例

健康経営優良法人2026

中小企業法人部門４０社
うち新規取得１０社

※宇部商工会議所除く

R4以降累計認定数

中小企業法人部門 ４５社

宇部工業高等学校山工祭
企業ブース出展

参加企業１２社

相談企業数１２６社
相談件数１７９件

人材確保の現状とニーズに関する
アンケート調査の実施

調査対象：２，９９９社
回答数：６３３社

アンケート調査結果に基づく企業訪問

具体的な課題、ニーズ把握
⇒課題解決に向けた伴走支援

中高生と保護者対象
企業見学バスツアー

訪問企業 ４社
参加者 １３人

企業認知度向上

事業所対抗ウォーキングイベント



重点施策３：産業を支える人材の確保・育成 13

健康経営優良法人認
定取得に向けた
取組に対する費用の一
部を補助

令和8年度取組

人材採用力強化支援事業

企業の「採る力」と「育ちあう力」を同時に高める実践型プログラムを実施
企業の状況や課題に応じた２つの専門コースを設定
戦略的なアクションプランの策定と実践までを伴走支援



重 点 施 策 ４

人が集う場や機会の創出



重点施策４：人が集う場や機会の創出 14



重点施策４：人が集う場や機会の創出 15
計画未達成の主な理由

※１

※２

※３

※１ 中心市街地のにぎわい創出によるイベントは行わ
れているものの、商店街組織が主体となったイベントによ
る補助活用は進んでいない。他の補助制度活用等の影
響もあり、近年はサンタクロスロードのイルミネーションのみ
の利用に留まっている。

※２ 県内トップ水準の助成制度を構築し、（一社）
宇部観光コンベンション協会と一体となってMICE誘致に
取り組んでいるものの、最大の受け入れ先であった旧
ANAクラウンプラザホテル宇部の閉館の影響により、当初
目標の達成に至っていない。

※３ 新規出店数は増加傾向にあるが閉店も一定数
みられ、目標未達となっている。特に商店街では建物の
老朽化等が原因と考えられる閉店も多い。一方で、常
盤通りウォーカブル化やにぎわい交流拠点施設の整備完
了等に伴い事業者の出店機運は上昇すると考えられる
ため、新規出店の後押しとなるような効果的な補助メ
ニューや閉業の減少につながる施策などを検討していく。



重点施策４：人が集う場や機会の創出 16
まちなかウォーカブル推進事業
（令和４年９月整備方針決定）
中心市街地のにぎわい創出のため「居心地がよく歩きたく
なるまちなか」の形成を目指し、常盤通りの歩道や副道の
一部を活用したウォーカブル化に取り組んでいます。【共創に
よる取組】

■令和７年度 ヒストリア宇部前、ときわスクエア前
の整備に着手（令和8年度完成予定）

■令和7年度
常盤通り公衆トイレ完成

ヒストリア宇部前 ときわスクエア前

経済波及効果

1３億６千万円

まちじゅうエヴァンゲリオン第5弾

期間 令和７年11月20日～令和8年3月15日

⚫ 「エヴァの手」彫刻の鋳造・設置（JR宇部新川駅）

⚫ グルメフェア 34店舗

⚫ スタンプラリー 市内5か所 29,000枚配布

⚫ レノファ山口FC コラボユニ

⚫ ワイルドバンチフェス コラボラッピングバス

⚫ 『エヴァンゲリオン』30周年記念イベントでのPR など

令和7年度実績

※宇部市を中心とした山口県内への波及効果



重点施策４：人が集う場や機会の創出 17令和8年度取組

中心市街地のにぎわい創出のため「居心地がよく歩きたく
なるまちなか」の形成を目指し、常盤通りの歩道や副道の
一部を活用したウォーカブル化に取り組んでいます。【共創に
よる取組】

■令和８年度 ヒストリア宇部前、ときわスクエア前、
西京銀行前の整備完成予定

まちなかウォーカブル推進事業
（令和４年９月整備方針決定）

ヒストリア宇部前 ときわスクエア前

西京銀行前

①宇部まちじゅうエヴァンゲリオン2026 開催
期間：令和８年10月29日～令和９年３月14日（137日間）

※山口デスティネーションキャンペーン（R8.10.1～12.31）と連動

②宇部市コンベンション開催助成金の拡充(県内トップレベル)

令和６年度から、宿泊者延べ人数が300人以上の場合

最大100万円の助成
これに加えて、

令和８年度から、参加者500人以上の会議等を開催する場合、

会場借上料を開催１日につき上限30万円まで助成

■観光交流創出事業（MICE誘致）

■コンテンツ活用事業



議題３

中間見直しの今後のスケジュールについて



中間見直しの今後のスケジュールについて

1月 3月2月

改訂版公表

7月 9月
11
月

12
月

8月
10
月

●12月議会

方針（調査・報告）

●方針の決定 8月上旬
●第１回推進委員会 7/28

●計画方針の作成

骨子 ●骨子作成
●第２回推進委員会 ８月下旬

●骨子修正・完成 9月下旬

素案 ●素案作成
●第３回推進委員会 10月下旬

●素案修正・完成 11月中旬

最終案 ●最終案作成

●第４回推進委員会 ２月上旬

●最終案修正・完成 2月下旬

●パブコメの実施（12月中旬～１月中旬）


